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1) W矛盾と弁証強j16ペー ジその他。。同書， 75ページ。マグスから引用句は『賀本論』第1巻第2篇第四章の「貨幣の貰本への転化」
の中のあるー節からのものである。すなわち，その章の第2節 r---Alt的定式の矛盾」の最後のパ
ラグラプであって，ここにヨ同句の置〈まえに，貨幣所有者ぞ劫虫にたとえ，資本所有者を蝶と
考えて. r貰幣所有者の蝶への成長は，流通部面で行なわれければならないし J また流通部面で
行なわれてはならない。」とある。(.， Das Kapitru "， Bd. 1， Marx-ElIgel訟 W~rk~九 Bd. 23， S 
181.)有名な句である吋れども，念のためにしるしておく。
































4) 同書， 110へー ジ。
5) 同書.73ベジ。































6) 問書， 70-1ベー ジ。
7) 同書.53ベー ジ。
8) 同書， 149ベー ジ。
G. 5 パチシチェフ『矛盾と弁証法J (45) 45 
るのは，発見するとLづ行動における「純然たる内的移行』においてであるへ この内
的移行といわれるものの本質は，著者においても， 卜分に明らかではなし、。けれどもと
もか<.単なる認識作用の中に牛じるものではな(，実践による対象形成にともなって
生じる対象把握の内容であれ実践と認識との重なり合ったところで見られるものであ
るだろう。
E 
上にのベた，バチシチ=フの主張する，弁証法的構造は，わたくしの賛成できるとこ
ろが多い。この書物は理解しやすいものでは決してないが，独草川生に富んだ理論を陣宵?
に展開してみせてくれる。ソピエトの思想には，スターリン時代以来，極端な教条主義
や「引用学」の傾向が強〈て，自由な思索がみられないというのが，われわれの先入見
になってい志が，現代においては，自由な思索の芽が相当にのびて来ているといえるの
ではなかろうか。少くとも，本書はその先入見をとり去って，虚心に読みすすめるに足
りる思考力壱ばそなえた研究だといえるであろう。
9) 同書， 150ヘジ。
